
はじめに

近年、人びとの絆が希薄化し、児童虐待や高齢者の孤立など、新たな生活問

題が起こっております。このような中、住民同士の対話と交流を基礎にした支

えあいの関係づくりを促進し、すべての住民の人権や生活が守られ、「誰もが住

みよく安心してくらせるまちづくり」を基本理念に掲げた「第２次守山市地域

福祉活動計画」を策定することができました。 

この計画については、実態の把握と課題の掘り起こしを行い、市民の皆さま

に主体的に取り組んでいただきたい活動内容やそれに対する考え方など、広く

地域の特性を活かし、目指すべき方向性を見出すことができました。 

とりわけ、自治会・学区社会福祉協議会・市社会福祉協議会の連動した小地

域福祉活動と、関係機関と市社協の協働・連携した活動のあり方について、色

濃く打ち出すことができました。 

この策定にあたっては、地域の福祉活動に携わっていただいている皆さまと

の懇談や、地域住民との関係についてのアンケートなど福祉施設の皆さまにも

ご協力を賜り、日頃の暮らしや地域での福祉活動の課題について、それぞれの

立場から広くご意見をいただきました。これらを踏まえ、その解決や改善を図

るべく策定委員会等で熱心な議論を重ねていただき、英知を集めていただいた

計画となり、今後はこれを基に地域福祉活動の推進に取り組んでまいりたいと

存じます。 

市民の皆さまにおかれましても、私たちのまちの地域福祉の発展を共に目指

し、地域の諸活動への積極的なご参加とご協力を尚一層お願いいたします。 

最後に、計画の策定に際し、ご尽力いただきました策定委員をはじめ各委員

の皆さま、ならびにご協力いただきました皆さまに、心より感謝申しあげます。 

平成２３年３月 

社会福祉法人 守山市社会福祉協議会 

会 長   中 條 忠 文 
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第３章 基本理念・基本目標・基本計画Ⅰ

１．基本理念

地域福祉の推進において、「住み慣れた地域で」という表現は、これまで各地で共通

のフレーズとして用いられてきました。平成 21（2009）年度の第２次計画策定準備会

および平成 22（2010）年度における策定委員会・作業部会での検討において、長年住

みつづけている住民はもちろんのこと、新しく転入してきた人びとも地域で交わって

くらし、住み慣れて住みつづけられることが大切だという意見で一致しました。第１

次計画の理念が大きく変わるものではありません。住民同士の対話と交流を基礎にし

た支えあいの関係づくりを促進し、すべての住民の人権や生活が守られ、「誰もが住み

よく」安心してくらせるまちづくりに、引きつづき取り組んでいきます。

２．基本目標

第１次計画の基本理念 ： 誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり

１）まちづくりの物語
ストーリー

を自分たちで 

住民が主役 活動しやすい仕組みをつくろう 

２）ふれあう心と支える愛

すべての住民の心ある理解と思いやりを育もう 

３）笑顔で広げる地域の絆

住民の支えあい 互いの力で困りごとを解決しよう 

４）未来
あ し た

につなぐ心のバトン 

住民の集まりを大切に さらなる充実と発展をめざそう 

第２次計画の基本理念 ： 誰もが住みよく安心してくらせるまちづくり
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３．重点的に取り組む地域福祉活動 基本計画Ⅰ

 第１次計画から 10 年を経て、守山市における地域福祉活動は徐々に発展してきまし

た。市社協は地域福祉活動の推進と住民活動の条件整備に努めてきました。この第２

次計画では、さらに一段のステップアップをめざします。

前項の「基本目標」の実現にむけて、自治会・学区社協・市社協のそれぞれに期待

される役割について、その内容を以下に記します。

自治会の部会活動をベースにして（仮称）健康福祉部会の設置へ

 ①自治会健康福祉部会の設置促進と機能充実の提案

守山市内で部会制を採用している自治会が多数あります。その歴史、規模などに応

じて、活動形態は多様です。そのなかで福祉部会を設置している自治会が 66％にのぼ

地域福祉活動のステップアップをめざして

①より身近な地域・自治会単位での支えあい活動の発展をめざします。

住民のくらしにより身近な地域での支えあいをめざす活動を展望していきま

す。守山市の地域福祉活動発展の特徴として、「すこやかサロン」「子育てサロン」

の広がりに現れているように、自治会で担っていただく活動が発展・定着してき

たことがあげられます。今後の高齢化の進展や地域ぐるみの子育て、各種の障害

についての理解促進など、自治会レベルでの身近な関係で支えあう活動を発展さ

せることで、住民の誰にとってもより安心してくらしていける環境が整えられる

ことだと考えます。

②自治会・学区社協・市社協の《双方向性》を大事にしていきます。

第１次計画においても住民の創意工夫にもとづく小地域福祉活動の発展をめ

ざしてきました。これを実現していくための組織的関係性を見直し、市社協から

学区社協への情報発信や提案になりがちだった手法を、自治会・学区社協・市社

協の双方向の情報交換や課題提起を大事にした手法に転換していきます。

１）まちづくりの物語
ストーリー

を自分たちで 

住民が主役 活動しやすい仕組みをつくろう 
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ことも事実です（意識調査結果）。そのために、民生委員児童委員との協力事例や日常

的な活動事例などについて、わかりやすく示していきます。

④福祉協力員の自治会での位置づけを

自治会活動と福祉協力員活動との連携を検討していきます。同時に、福祉協力員の

自治会での役割について、「地域の福祉活動のよき理解者」「自治会の福祉活動の担い

手」として自治会健康福祉部会で検討されるよう、働きかけていきます。

速野学区では、学区社協が福祉協力員による友愛訪問活動を促進し、今では自治会

単位で取り組まれるようになりました。

自治会：認知症や心身の障害などへの理解促進

①防災上配慮を要する方の支援方策の検討を

自主防災組織は市内すべての自治会で設置されています。そこで、高齢者や障害者

などの防災上配慮を要する方の支援を、自治会健康福祉部会での検討をお願いしたい

と考えています。

②「災害弱者」の情報整理と活用方策の検討を

現在、個人情報保護と実際に個人の情報を役立てる手立てとの関係調整はあまりす

すんでいません。このことは行政の地域福祉計画のなかで検討いただきたい課題です。

「災害弱者」の情報をいかに把握していくのか。住民自身によるご近所関係を大切

にした相互の理解と取り組みがもっとも有効だと考えられます。日ごろの生活で地域

住民を孤立させない取り組みは、住民にとって心強いことです。平常時に、障害者、

高齢者、外国人、子どもなどあらゆる人について細かい想定を確認し共有できること

が、社会的排除をなくすことにもつながるものと期待されます。

学区社協：地域の福祉施設等との継続した関係づくり

①地域生活問題の学習の場

学区社協は、高齢者や障害者、子育て家庭などの生活課題について、民生委員児童

委員、福祉協力員、ボランティアなどが協力して、地域生活問題や活動のあり方につ

いて学習する場として機能することが重要です。

 ②福祉施設との連携、施設の役割についての理解促進

学区内や近隣地域の施設への定期的な訪問により、福祉施設の利用者や施設の意義、

２）ふれあう心と支える愛

すべての住民の心ある理解と思いやりを育もう 
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役割についての理解を促進します。研修、ボランティア活動、見学、交流などをつう

じて、地域の施設をより多くの人に知ってもらえるよう、学区社協関係者が働きかけ

ることが重要です。

市社協：広報・啓発機能の強化

①地域での活動の把握と広報活動

自治会や学区社協など、地域では素晴らしい実践活動が展開されています。市社協

として、その情報を把握し、広報やＰＲ活動に活かしていきます。そのことをとおし

て、人権意識の向上や福祉風土づくりに努めます。

 ②介護保険事業や地域福祉権利擁護事業の理解促進

介護保険事業や地域福祉権利擁護事業など、市社協が担う在宅福祉サービスをはじ

め各種業務について出前講座を実施し、住民への理解を促進するとともに、自らの専

門性を向上させます。

自治会：ご近所の助けあいを広げる新たなシステムづくり

①相談できる関係づくり

日常生活の困りごとについて、一人暮らし高齢者、老老介護世帯、産後の母親など

で、相応の業者へ依頼できる方とそうでない方がいます。後者の場合、自治会健康福

祉部会が中心となって対応できるような身近な関係づくりが望まれます。

②ご近所助けあいシステムの検討を

病気や怪我の際の簡単なお世話、入退院時のサポート、簡単な大工仕事、庭の草木

の手入れ、粗大ゴミの搬出、電球交換、日よけの購入や設置など、生活上の「ちょっ

としたお手伝い」を必要とする人びとが増えています。子育て家庭ではファミリーサ

ポート事業の利用申し込みが急増しています。「安心お助け隊」の機能充実も重要です。

自治会：訪問・見守り活動の実施（赤ちゃん訪問を含む）

 ①訪問活動における連携、協力関係の拡充を

民生委員児童委員は、月 1 回以上、担当地域の一人暮らし高齢者や要介護高齢者宅

を訪問しています。訪問先は増加する一方です。

３）笑顔で広げる地域の絆

住民の支えあい 互いの力で困りごとを解決しよう 
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もつながります。

学区社協単位において、公民の福祉関係者が集い、課題共有と解決方策の検討をお

こなう場づくりをすることで、住民同士の助けあい、支えあいの気運を高め、より小

地域での助けあいにまで広がっていくことが期待されています。

自治会：さらなる発展をめざすサロン活動等の実施

 ①自治会サロンの発展を

高齢者サロンは、すでに記したように、市社協→学区社協→自治会へと徐々に実施

主体が小地域化しています。サロン活動は、行事・イベントではなく、活動者の努力

で、高齢者を支える日常的な営みになってきています。日常的な見守り、引きこもり

がちな高齢者への働きかけ、住民全体への周知など、地域の安心づくりの活動です。

子育てサロンは、いずれは若いお母さんたちもつぎの世代を支える先輩ママになっ

ていただくように、地域活動の担い手になっていただくようにと、自治会の助けあい・

支えあい活動を理解いただく機会でもあります。

異なる世代などを対象とする事業をあわせて開催することにより、世代間交流の促

進も期待されます。活動のきっかけづくりに取り組み、福祉のまちづくり活動の担い

手を増やしていくことが重要です。未来につなぐ心のバトンは住民同士の励ましあい、

支えあいの活動から育つものと考えています。

②介護者を励ます近隣の理解

介護者のつどいは、近所に介護を応援しあえる知人があれば自身の励みになり、ま

た互いに気をかけあえることから、日々の介護に対し心強くなれると考えられます。

健康福祉部会等での関係者同士の対話と交流が不可欠です。

学区社協：協議や情報交換から地域の福祉向上をめざす

①モデル自治会の指定

自治会での健康福祉部会活動の支援は、学区社協の大きな役割の一つです。学区社

協で地域のくらしの課題を明確にし、取り組める課題、取り組みが可能な自治会への

働きかけが重要です。その手法の一つとして、モデル自治会の指定があります。

②地域福祉活動の交流、民生委員経験者などの継続した参加を

自治会福祉活動の発表会を学区社協内で実施することで各々の向上が期待できます。

４）未来
あ し た

につなぐ心のバトン 

住民の集まりを大切に さらなる充実と発展をめざそう 
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第２次守山市地域福祉活動計画 

基本計画 Ⅰ 重点的に取り組む地域福祉活動 （平成 23 年度～平成 27 年度）５年間の取り組みの方針

◇より身近な地域・自治会での支えあい活動の発展をめざします。 

◇自治会・学区社協・市社協の双方向性を大事にしていきます。 

基 本 目 標
（活動原則） 

自 治 会 
（くらしの場を共にし、支えあう） 

学 区 社 協 
（くらしの課題共有と活動の交流の場） 

市 社 協
（福祉のまちづくり活動の調整・支援） 

○自治会健康福祉部会の設置の推進 ○自治会健康福祉部会の設置の推奨 
まちづくりの物語

ストーリー

を自分たちで 

住民が主役 

活動しやすい仕組みをつくろう

○自治会健康福祉部会 

の設置と機能充実 

・現在のグループや部会活動をベースに 

した地域福祉活動の推進 
○組織体制の確認、整理、見直し 

・事務局体制･地域福祉推進員の位置づけの整理 

・まちづくり推進会議等との連携調整 など

ふれあう心と支える愛 

すべての住民の 

心ある理解と思いやりを育もう

○認知症や心身の障害などへの理解促進 

・自主防災計画･組織における 

災害時に備えた確認と対応

○地域の福祉施設等との継続した関係づくり 

・ボランティア活動、支援活動 

・学習会、交流会 など 

要支援者の理解促進に関する啓発活動 

○ご近所の助けあいを広げる 

新たなシステムづくり 笑顔で広げる地域の絆 

住民の支えあい 

互いの力で困りごとを解決しよう 

○訪問･見守り活動の実施 

（赤ちゃん訪問を含む） 

○地域の実態に合ったボランティア活動の推進

・ニーズの把握と解決に向けた取り組み 

・ボランティア登録制度の設置検討 

・民生委員などによる地域生活支援のサポート 

・福祉協力員による訪問活動の推進 

未来
あ し た

につなぐ心のバトン 

住民の集まりを大切に 

さらなる充実と発展をめざそう

○さらなる発展をめざす高齢者サロン、 

子育てサロン、介護者のつどい など 

これからの活動の担い手づくり 

○協議や情報交換から地域の福祉向上をめざす

・モデル自治会の指定 

・自治会福祉活動の発表会の開催 

・退任者による活動継続の推進 

・福祉関係団体の参加促進

○地域福祉活動支援の強化 

・職員の学区担当制 

・地域への課題の提示 

・学区活動計画の推進支援 

・共同募金や補助金への理解の促進 

・補助金制度の整理、再編 

・福祉協力員活動の役割を明確化 

○広報、啓発の強化 

・地域での実践例や活動内容を広報

・職員による出前講座の実施 

・生活問題の実情や 

活動課題を伝える
・住民活動の 

バックアップ 

・条件整備の 

課題提案

・地域福祉活動支援 

・地域福祉推進の条件整備

・地域福祉に関する 

市民啓発

・地域福祉施策の提言 

地域生活課題の

社会化、生活課

題の共有に向け

た日常的な対話

と交流の促進 

基本計画 Ⅱ 

１．人権尊重のまちづくりの推進 

２．地域生活を支える事業の推進 

３．ボランティア活動への住民参加の促進、 

NPO との連携強化 

４．民生委員児童委員活動との連携強化 

５．介護保険事業の実施について 

６．市社協の基盤強化
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１．小地域福祉活動とは

第２次計画では、小地域福祉活動の推進を重点的な課題（基本計画Ⅰ）にすえていま

す。地域福祉の推進における「小地域」の概念については、大都市においては地区（学

区）社協であったり、農村地域では「区（字）」単位の住民福祉活動を示したりと、用い

られ方は各地域の特性と社協活動の到達点などによって違いがあります。 

 守山市社協では、「小地域≒自治会」と考えて、住民主体の地域福祉活動を推進してい

きます。

人びとは、かつて、身近な地域で絆を結び、つながり、共同してくらしを営んでいま

した。しかし、働き方やくらし方が大きく変わるなかで、人びとは地域のつながりを意

識しなくてもくらすことができるようになりました。地域における絆やつながりが薄れ

てきたことで、個人や個々の家庭の自由な志向で生活するようになりました。 

近年、人びとの絆が薄くなったことが、児童虐待や高齢者の孤立死などの背景になっ

ていることも広く意識されるようになりました。困りごとがあっても周りに手助けをも

とめることができなかったり、相談相手が見つからないまま問題を抱え込んでしまった

りすることも増えています。ＳＯＳを発信できず、地域で孤立してしまっている人びと

や社会的に弱い立場におかれている人びとを、地域の力でどのように支え守っていくの

かということや住民同士で考えあい取り組むことが大切な課題になっています。 

 先の阪神・淡路大震災は、地域において人びとが助けあい支えあい、自分たちの地域

を自分たちで守り育てていくことの大切さを教えてくれました。緊急の際はもちろん、

日常の営みにおいても助けあい支えあうことの意義が広く理解されてきました。 

小地域福祉活動とは、このような問題に対して、私たちの生活の場である身近な地域

で、誰もが安心して、生きがいをもって日々を送ることができる関係づくりをめざして、

住民同士が力をあわせて、社会福祉協議会や行政の専門機関などと協力しあいながらす

すめる住民主体の福祉活動です。 

小地域とは ①日常生活を送り、日常的に互いの顔が見える範囲 

 ②住民自治活動の基本単位 

 ③福祉課題に気づく場 

 ④福祉活動に取り組む場 

（滋賀県社会福祉協議会『小地域福祉活動ハンドブック』平成 17 年 3 月）
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２．計画の実現にむけた提案（実施計画） 

 

第２次計画の実施計画として、自治会・学区社協・市社協それぞれが地域福祉活動の推進

を検討する際の参考材料となるよう、その実施の枠組みを提案します。 

また、この計画の進捗管理のチェックリストとして、そして、この計画により活動がどれ

だけ進展したかを確認する指標として、これを活用していきます。 

 

 

 

自治会 での取り組み事項 

 

○ 自治会健康福祉部会の設置（現在のグループや部会活動をベースに） 

地域の関係者が集まり、福祉活動を継続・発展させることができる場の検討、設置 

（まずは、サロンの企画会議や反省会をはじめとした各種活動の諸会議を大切に） 

自治会長、民生委員児童委員、福祉協力員、健康推進員などが情報交換できる場の検討、設置

自治会内で今後の福祉活動を誰がどのように担っていくかの検討、整理 

地域の福祉活動を担う組織の構成員や自治会組織内での位置づけの検討、確認 

住民同士の助けあいを検討できる場の検討、設置 

（地域の実態に合わせた活動の提案や実施へ） 

 

○ 認知症や心身の障害などへの理解促進 

災害時に配慮を要する方の把握方法の検討、情報の整理、対応の確認 

日頃から支援を要する方への住民理解の促進の検討、実施 

配慮や支援を要する方のプライバシーの確保、情報の適切な管理 

 

○ ご近所の助けあいを広げる新たなシステムづくり 

家庭での身近な困りごとを相談できる関係づくり 

ご近所の助けあいについて新たな取り組みの検討、実施 

（日常生活でのちょっとしたお手伝い、隣近所の見守り活動など） 
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３．地域福祉活動の実践例

 高齢者の生きがいや楽しみを生み出す「すこやかサロン活動」は、ほぼ全自治会の

取り組みになってきました。守山市に住む私たちにとって、誇るべき成果です。高齢

者のみならず、住民誰もが安心してくらしつづけることができるまちづくり活動の原

点であり、到達点でもあります。つぎの世代への継承、発展が期待されています。 

ここでは、各自治会や学区社協で取り組んでいただいている創意工夫に満ちた地域

福祉活動の一端を紹介します（順不同）。 

「安否、異常なし！」 現代版 向こう三軒両隣

 高齢化がすすみつつあるかつての「ニュータウン」、Ａ自治会では、1 週間の

当番制で 10 軒程度の近隣宅のポストや部屋の灯り、雨戸、洗濯物などに異変が

ないかを確認しあっています。たった年数回の当番で、また「異常なし」の報告

がつづきますが、地域で互いに見守りあう活動を通して、住民同士の安心感や連

帯感が確実に強まっています。 

「嬉しい誤算！」 若い世代も河川清掃に参加

 守山駅近くのＢ自治会では、定例の河川清掃を新しいマンションに転入して

きた住民にも参加協力を依頼しました。実のところ、自治会の役員さんは「新

しい住民さんの参加はどうかなぁ？」と思っていたのですが、清掃の当日、ジ

ャージ姿の若い人たちが多く見られ、用意したスコップや草刈鎌が足らず、慌

てて買い足したようなことでした。嬉しい誤算でした。いままで作業が届きに

くかった向こう岸まできれいになりました。 

新たに住民となったみなさんが、自分たちの住むまちを大切にしてくれる様

子に接し、自治会役員さんはとても嬉しいことだと思ったようなことでした。

「一声かけたら、すぐに集まってくれます！」 
退任した委員さんたちも／自治会の豊富なボランティア集団

 浜街道沿いのＣ自治会では、高齢者サロン活動や子育てサロン活動に熱心に

取り組んでいます。伝統的な地域社会の関係を色濃く残すこの地域では、「何か

あったとき、一声かけたら、退任後の民生委員さんや福祉協力員さん、健康推

進員さんなどもすぐに協力してくれます」と。自治会のボランティアさんも含

めて、住民同士が支えあうゆたかな関係のある地域です。 
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子育ては地域で見守られて サロン活動は専門職とも連携して

 都市化の進んでいる地域に位置するＤ自治会では、もう数年前から、孤立し

がちな若いお母さんと子どもたちを見守り励ます子育てサロン活動に取り組

んでいます。 

そのなかでボランティアさんが気づいたできごとです。「あのお子さん、軽

度の発達上の障害があるようだが、お母さんは気がついていないのでは？」「ど

うしたらいいだろう？」「お母さんにどのように伝えたらいいのだろう？」・・・

考えあったボランティアさんたちは、次回のサロンに、保健師さんに来ていた

だくこととしました。 

このお子さんについて、後日、保健師さんからお母さんに話していただき、

専門的な療育を受けられることになりました。 

あるお母さんの声：うちの子は障害があり、これまで地域の夏祭り行事に

参加したことがありませんでした。この夏、自治会の役員さんから「お

宅のお子さんはどのような配慮があったら夏祭りに参加できますか」と

お声がけいただきました。嬉しいことでした。来年、役員さんが代わら

れても同じようにお誘いいただきたいと願っています。 

学区社協の出番！ 出前型子育てサロンできっかけづくり
（守山学区社協、河西学区社協）

子育て支援活動については、各地でさまざまな取り組みがなされています。

自主的な子育てサークル活動が盛り上がっている地域や地域子育て支援センタ

ーの専門職が大きな役割を果たしているまち、民生委員児童委員協議会が中心

になって子育てサロンを担っている地域など、それこそ「さまざま」な取り組

みのスタイルがあります。 

そんななか守山市内においては、専門機関・専門職の活動にあわせて、自治

会単位での子育てサロン活動への取り組みが特徴的です。現在、28自治会（※）

が取り組んでいます。自治会関係者や地域住民の熱意に支えられた先進的な小

地域福祉活動です。 （※平成 23 年 3 月 1日現在） 

守山学区社協や河西学区社協では、自治会や民生委員児童委員などと連携し

ながら「出前型子育てサロン」を実施しています。自治会で子育てサロン活動

が始められるよう開催のノウハウを伝え、そして活動が広がり定着することを

その目的としています。 
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赤ちゃん訪問活動のさきがけ！ 玉津学区民児協の先進的取り組み

 民生委員は、児童福祉法により児童委員を兼ねています。児童委員活動がで

きていないことに気づいた玉津学区民生委員児童委員協議会では、平成 14

（2002）年から赤ちゃん訪問活動を始めました。当初、赤ちゃん誕生の情報源

は有線放送や新聞記事くらいだったそうです。 

赤ちゃん訪問活動は、子育て中のお母さんに身近な関係のなかで見守られて

いるという安心感をお届けできます。平成 19年からは、守山市の委託事業とな

り、全国的にも同様の取り組みが広がっています。 

男性有志で昼食会 地域の居場所づくりをめざして（小津学区社協広報より）

Ｅ自治会では、一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯を対象に、月２回の昼食

会を開催しています。料理のお手伝いができる男性中心の有志が集まり、参加さ

れる高齢者が昔話などを語りあえる場をつくろうとの思いから設立されたもの

です。

夕食会も実施できないかなど、試行錯誤しながら続けています。メンバーも、

家庭菜園でつくった野菜を提供したり、日ごろの家庭のできごとを披露するな

ど、和気あいあいの雰囲気のなか、つぎの出会いを楽しみにしています。

「郷土の味伝えたい！」 （2010.1.23京都新聞より）

Ｆ自治会では、高齢者や多世代の交流を目的に、地域の伝統食の教室が開催さ

れています。70～80代の住民が講師役となって、参加者とともに地元の郷土料理

を作って味わっておられます。素朴なおふくろの味わいを楽しみ、「若い人も好

みそうな味」「材料を少し変えても良いのでは」など、好評です。 

地元の歴史や文化をみんなで学びあって

古い街並みを大切にするＧ自治会では、すこやかサロンや子育てサロンへの活

動のほか、地元の歴史や文化を学びあう取り組みがあります。地域を大事にする

人びとが、地元の成り立ちを振り返り、新旧住民が交わり、貴重な地域の歴史や

文化を継承していこうとする活動です。 
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「健康福祉部会」誕生！

 琵琶湖に近いＨ自治会では、すこやかサロンのスタッフ（民生委員児童委員、

福祉協力員、健康推進員、サロンボランティア、自治会長、自治会の福祉担当役

員）をこれまで‘福祉部’と仮称してきましたが、このたび‘健康福祉部’と改

称し自治会の正式な組織として位置づけました。今では子育てサロンも担当し、

活動が継続でき、また自治会長等の負担軽減にもつながっています。

ティッシュ１箱もって 福祉協力員の友愛訪問活動 （速野学区社協） 

 速野学区社協では、平成 10年度から福祉協力員による友愛訪問活動を続けて

います。おもな訪問先は一人暮らしのお年寄りです。毎月、ティッシュ１箱だ

けの手土産ですが、お届けしながら近況をうかがったりお話しの相手になった

りの活動です。 

 学区社協では、いろんなアイデアを活動につないでいます。「市内でもっとも

地域福祉活動がすすんでいるのは速野だ！」と、多くの速野学区の住民が認め、

誇りに思っているところです。 

「中洲２１」地域一丸となって地域組織再編！

 市の中心部から離れた中洲学区ですが、地域にかける思いは強く、「課題実現

に向けての知恵や発想は随一」だとのこと。ほかの学区でも課題になっている

学区社協とまちづくり推進会議の関係について、中洲学区では平成 13 年、「中

洲学区２１活動協議会」として見事に整理しました。「人と人とのつながりをつ

くっていくパワーは、他のどの学区にも負けません」との意気込みです。 

中洲学区２１活動協議会 

総合企画委員会 

合同理事会 

合同評議員会

◇青少年健全育成部会 

◇人権教育部会 

◇市民活動部会 

◇スポーツ振興部会 

◇ボランティア部会 

◇啓発部会 

◇地域福祉部会 

常任理事会

広報委員会 

まちづくり推進会議 学区社会福祉協議会 
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小地域福祉活動の発展に大きな役割を果たす民生委員児童委員と福祉協力員は、

つぎのとおり位置づけられています。

民生委員児童委員とは  （平成 23 年 1 月 1 日現在 143名）

民生委員とは、民生委員法に基づき、社会奉仕の精神をもって常に住民の立場に立

って相談に応じ必要な援助を行い社会福祉の増進に努めることを、また児童委員とは、

児童福祉法に基づき、児童・妊産婦の福祉に関する援助及び指導をするとともに児童

福祉司や社会福祉主事の行う職務に協力することを任務として各市町村の区域に置

かれる民間の奉仕者のことです。なお、民生委員は児童福祉法による児童委員を兼務

することになっています。

また民生委員児童委員の中には、児童問題を専門に担当する主任児童委員が置かれ

ています。 

福祉協力員とは  （平成 5年度より設置、平成 23 年 1 月 1 日現在 240名） 

福祉協力員は、自治会長の推薦を受けて市社協会長が委嘱します。 

自治会長、民生委員児童委員、地域ボランティアとともに、住みよい福祉のまちづ

くりを進めるため、つぎのような活動を行っています。 

１．住民の福祉問題の発見と連絡通報  ２．民生委員児童委員への連絡協力 

３．住民としての助けあい活動 ４．学区社協への参加・協力

昔遊びで世代間交流 （吉身学区社協） 

吉身学区社協では、毎年 12月に、「伝えていきたい日本の伝統遊びと文化」と

称した昔遊びによる世代間交流を開催しています。 

 学区のボランティア登録者が中心となり、小学生へたこ作りや百人一首などを

教えます。いまの小学生にとってはあまり馴染みのないものも、ボランティアさ

んのサポートがあればあっという間にできあがり、また上達します。そして気が

つけばボランティアさんともすっかり仲良しに。 

この活動の最後に、福祉協力員による手作りのおぜんざいが参加者全員にふる

まわれ、たいへん好評です。
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